第38回　小山市バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：2015. 1.16　13:30～15:00
　□会　　場：市庁舎別館　会議室２
□出 席 者：山口委員長、永井副委員長
阪田、国分、町田、灰野、片柳、鈴木、小山（委員代理）、亀山（委員代理）、石井
（以上、計11名）

　□内　　容：
(1) 国庫補助事業に係る事業評価について
(2) 新市民病院への路線再編について
(3) 車両の変更について

■議事要旨

（1）国庫補助事業に係る事業評価について

資料1及び乗り込み調査報告書（速報版）に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。

・乗り込み調査及び利用者統計では、全体的に順調に利用者は増えており、収支率も改善が図られていることが確認できた。
・利用者が伸び悩んでいた土塔平成通り線については個別のアンケートを行った結果「残して欲しい」との要望が確認され、車両を共用して交互運行している大谷中央線は沿線の商業施設や住宅の増加により利用者が増加にあることから、２路線合計での利用状況は改善の傾向にある。

・高岳、城東中久喜、大谷中央線については、要望に沿って昨年の10月に大型車両に入れ替えを行って需要に対応している。
（2）新市民病院への路線再編について

新市民病院への交通アクセスについて、資料に基づき、事務局より以下の説明があり、質疑応答ののち了承された。

・新市民病院および緑の健康づくりの森推進室との打ち合わせで、いくつか調整すべき項目が発生しており、引き続き具体的な運行計画を詰めている。

・新病院の施設配置及びバス停留所の位置は資料（完成予想図及び平面図）の通りである。
・進入ルートは、敷地に沿って市道30号線から南側を大きく迂回することとなり、当初の想定よりやや所用時間が長くなることから、ダイヤを再度見直す必要がある。

・運行開始は開院よりも前の10月を予定していたが、周辺道路の完成が開院直前となるため延期し、正月明けの運行開始を検討している。

・土日は運休の予定であったが、週末も病院付帯設備が一部利用可能であることと、病院周辺の公園などの利用者のために土日運行の希望もあり、便数を少なくしたダイヤなどを検討中である。

（3）車両の変更について

資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。

・間々田東西線について事業者から車両の変更の申し入れがあった。
・車両は駅東循環線と同じ日野のリエッセである。市としては低床バスの導入が望ましいと考えているが、事業者としては座席数が多い（29座席）車両を希望している。事業者が予定している車両についても一定のバリアフリー仕様にはなっている。
（以　上）
■主な質疑応答
（1）国庫補助事業に係る事業評価について

（委員）

資料1のアピールポイントの「バス停オーナー制度」について、まだ交差点名称などを使った停留所が多く、セールスの余地はあると思うので、収益の改善をはかって欲しい。

（委員）

現時点でのバス停オーナーはいくつくらいあるのか？

（事務局）

あらい内科クリニック（高岳線）、イオンモール小山（高岳線、城東中久喜線）の３停留所（２社）となっている。沿線のスーパーなどを中心に引き続きお願いをしているところである。
（委員）

資料１とは別の国所定書式で各路線のＡＢＣの評価を行うと思うが、路線型については成績が良く安定しておりＡ評価に相当すると思うが、一方デマンドは目標値に対して届かずＣ評価相当の状態が続いているのも一考を要するかと思う。これについては目標値を見直すとか、満足度などの新たな評価基準をいれて、Ｂ評価に向上していくようなことも考えてみたらどうかと思う。
（委員）

いま質問のあった資料の前年度分は、第36回会議（昨年４月）で報告されている。目標効果達成状況については、城東中久喜線以外はＢとなっている。デマンドバスの稼働率については目標が大きすぎるのではないかという議論もあったようだ。その時に、稼働率が30％を切ると補助の対象にならないとの報告が事務局からあった。
（事務局）

国指定の書式については、変更の可能性があるということで保留していた。至急整理して後日追加配布したい。

（委員）

乗り込み調査については、前年度と今年度で条件の変更は何かあるのか？

（事務局）

基本的な条件については変わりはない。これらの調査結果に基づいて車両の入れ替えやその他の要望に基づいた利便性向上策を進めていくこととなる。

（委員）

乗り込み調査速報のp38にあるデマンド登録数の一覧表で、世帯数がかなり変動しているが、１年間でこれほど変わるのか？
（事務局）

住民基本台帳の数値をもとに、事業者が運行の形態に合わせて集計対象とするエリアを設定している。今回、桑と絹・大字中久喜のエリア設定を見直したため２地区の数値が大きく変動しているが、両地区を合計すると大きく変わっていない。

（委員）

毎年度の推移を対比するためには、事業者の都合で変えたりせず、統計的に安定した地区別集計をしたほうがいい。

（事務局）

ご指摘の趣旨に沿って整理するようにしたい。

（委員）

今後の改善点にある内容については、１年間の目標なのか、もっと長期的なものなのか、分けて整理したいと思う。

デマンドについては、これまでの高齢者を主なターゲットにした利用促進はそろそろ限界なのかもしれない。例えばマイカーを使えない高校生や若い人が利用することも検討してみてもいいだろう。現時点では、若い人にはあまり知られていないだろうし、あるいは高齢者専用と誤解されているかもしれない。
（委員）

これまで、説明会への若い人の参加状況は？

（事務局）

これまでの説明会は高齢者中心で若い人はほとんどいない。バスまつりなどの催事では年齢層に関係なくＰＲしている。

デマンドの課題としては「電話したらすぐ来て欲しい」という要望が依然として多いが、タクシーとの競合になってしまう。また予約から乗車までの時間を短縮するには、デマンドの運行システムの導入などが必要であり、以前は導入に数千万かかったが、最近では数百万からと安価になってきているので、今後は検討していきたい。
一方では路線型バスの増便の要望も依然としてあるなど、様々な要望があるので、総合的に検討していきたい。

路線バスへの乗り継ぎも面倒との声がある。以前の郊外部も走る地域コミュニティバスのイメージが残っている。

（委員）

事前予約が面倒との声は依然としてある。オペレータの配備などの課題があるが、時間縮小は早急に対応したい。

デマンドを土日も運行することで、若い人の利用、催事への利用が望めるかもしれない。休日の運行については検討してもいいと考える。
（委員）

限定便として、１日数便小山駅までくる便を作るなどが考えられるが、タクシーとの競合がある。また、新しく路線を作るにしても、以前運行していたバスの利用状況を考えると難しい。現在の路線型の利便性が低下するなどデメリットもある。
（委員）

タクシーとデマンドの申込窓口は同じなのか？

（事務局）

電話番号もオペレータも別々である。
（委員）

デマンドの目的地には制限があるのか？

（事務局）

公共施設、病院、既存バス停など一定の指定がしてある。ただし需要が多いスーパーなどがあれば、弾力的に追加は可能である。
（2）新市民病院への路線再編について

（委員）

説明にあった病院付帯施設はどんなものなのか？

（事務局）

休日急患センター、健康改善トレーニングセンター（リハビリ）などであり、その他に周辺の小山思い出の森などがある。
（委員）

詳しいことは未定であるが、保健センター分館としていくつかの施設がある。

（委員）

市道30号線からのアプローチルートはバスもマイカーも同じなのか？

（事務局）

駅東循環線（関東自動車）の延長路線は塚崎から近いルートを使って進入してくる。
（委員）

駐車場は何台くらいなのか？渋滞しないだろうか？

（事務局）

外来用は約390台である。周辺道路が右左折で渋滞しないように、警察と協議のうえ整備を進めている。

（委員）

これらの状況を踏まえて、ダイヤは引き続き検討していくということか？

（事務局）

引き続き詳細を検討していく。また、当初休日は運休の予定であったが、休日も利用可能な施設がいくつかあることから、運行開始時は休日も運行を行い、利用状況を見て廃止するかどうかみていきたいと考えている。
（3）車両の変更について

（委員）

入れ替え予定の車両の立ち席定員は？

（事務局）

この車両については、着席が原則で立ち席はできない。

（委員）

現在のバスはどのようにする予定なのか？

（事務局）

廃車する予定である。

（委員）

車両代替えの費用は？

（事務局）

コミュニティバスについては事業者所有の車両での運行が前提となっている。購入費用の1/2について、５年間の減価償却分を補填している。

